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「第29回トータルライフ医療学術集会」
開催にあたって

「第29回トータルライフ医療学術集会」実行委員長　紺井一郎

　本日はお忙しい中、「第29回トータルライフ医療学術集会」にご出席いただき、ま

ことにありがとうございます。皆さまのご参加を心よりお待ちしておりました。本学術

集会は1992年に始まり、皆さまにご賛同いただき、今年で29回目を迎えました。今

年は、新型コロナウイルス感染症の中で、Webでの開催ができることとなり、演題を

投稿いただいた皆さま、またご出席の皆さまや関係各位に深謝申し上げます。

　2019年末、中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスの蔓延で、私たちの

生活はすっかり変わりました。医療機関は院内感染の対策に追われ、通常の手術や

検査、そして外来受診患者も減少して、クリニックや病院経営は悪化しています。福

祉の世界でも、デイサービスの縮小で介護を受けられなくなった高齢者が増えている

ことが報告されています。

　トータルライフ医療研究会では、高橋佳子先生が提唱される「カオス発想術」（目

の前にやってくる現実を「カオス」と受けとめ、そこから可能性を引き出そうとする生

き方）を基に、この感染症をカオスと受けとめて、感染予防対策やウイズコロナの時

代の新しい医療に取り組んでまいりました。また、私たちは、医療者1人ひとりが患

者さんに接するときの自分の心を見つめ直し、患者さんを魂存在として受けとめて診

せていただく。そして、患者さんへの想いと関わりを変えていった結果、患者さん自

身の心の転換が誘われ、癒やされてゆくという高橋佳子先生が提唱される「TL人間

学」（魂の学）に取り組んでまいりました。

　AI（人工知能）による鑑別診断や画像診断技術は著しく進歩しましたが、多くの人

が求めているのは、1人ひとり人の想いが大切にされる医療、看護、福祉であると思

います。私たちは、コロナの時代、ソーシャルディスタンスが推奨される中で、逆に

人と人との関わりの大切さを再認識しました。本学術集会でも、人と人との絆が大切

される中で生まれた多くのご報告をご一緒に拝見させていただけることが、本当に楽

しみです。また、特別講演ではNHKの「総合診療医ドクター G」に何度も登場された

群星沖縄臨床研修センター長の徳田安春先生にコロナ対策のお話をお願いしていま

す。プログラムの最後までご清聴頂き、活発なご討議をいただくことをお願い申し上

げます。

実行委員長
ご挨拶

プログラム

 10：00 ～ 10：10 	 開会の辞	 学術集会実行委員長	 紺井一郎

 10：10 ～ 11：05 	 シンポジウムⅠ：〈TL人間学に基づく対話の医療〉
	 座長	 中川の郷療育センター	 許斐博史
	 	 東京トータルライフクリニック	 長屋直樹

（1）困惑の状況でも主治医の因の転換で可能性の道に繋がった
思春期精神疾患事例	 島根大学教育学部	 稲垣卓司

（2）TL人間学に基づく「対話の医療」の実践により、
予測予後を超えた長期生存を得られた
終末期悪性疾患患者2症例	 島根大学医学部附属病院	 松田真一朗

（3）回復しつつある成人自閉症スペクトラム障害の1症例（第3報）
	 	 藤枝市立総合病院	 福島一成

 11：05 ～ 12：00 	 シンポジウムⅡ：〈予測・予防医療への挑戦〉
	 座長	 向島済生会病院	 村田  透
	 	 東京トータルライフクリニック	 穴水聡一郎

（1）安全な医療を目的とした事前取り組みおよび
偶発症発症時の取り組みにおける
「因縁果報ウイズダム」の有用性の検討	 中央病院	 古賀哲也

（2）急性腹症の診療経験に乏しく自信のない初期臨床研修医が、
「私が変わります」を実践し、
急性虫垂炎の診断と手術加療に至った1例	 草加市立病院	 東中園真也

（3）日常診療で対応に困る疾患（肛門科領域において）に対する
治療への挑戦──第2報	 小村肛門科医院	 小村憲一

 12：00 ～ 12：10 	 トータルライフ医療研究会2020年度総会

 12：10 ～ 12：45 	 昼食休憩

午前の部
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 12：45 ～ 14：35 	 分科会　セッションⅠⅡ同時進行

セッションⅠ-①〈TL人間学に基づく精神科医療への挑戦〉
座長	 	 くまがい眼科  熊谷和久
	 	 藤枝市立総合病院	 福島一成

（1）「空の心」の菩提心をスキーマ療法に加えることで
著明に改善した多重人格障害の1例	 たまきクリニック	 玉置  元

（2）難治性統合失調症診療における
「因縁果報ウイズダム」の取り組み	 医療法人資生会		八事病院	 早川雅美

（3）心（因）の転換によって起こった
無意識のコミュニケーションの試み──統合失調症事例との経験
	 	 西岡病院	 東中園  聡

セッションⅠ-②〈TL人間学に基づく実践が拓く新たな医療の可能性〉
座長	 	 向島済生会病院  井上  清
	 	 紺井医院	 紺井一郎

（1）トータルライフ医療におけるオンラインシステム利用の可能性
	 	 梅ノ辻クリニック	 山田洋司

（2）「人間は魂存在である」ことを感じさせられた
医療的ケア児の1症例	 医療法人財団はるたか会	 小林明弘

（3）ACP（人生会議）をTL人間学から考える
	 	 エデン訪問看護ステーション	 間瀬金子

（4）医療的ケア児（者）支援のための
障害福祉の制度改正に向けて	 医療法人財団はるたか会	 前田浩利

分科会

セッションⅡ-①〈新型コロナウイルスへのTL人間学に基づく挑戦Ⅰ〉
座長	 	 東京トータルライフクリニック  藤  純一郎
	 	 うめした内科	 梅下滋人

（1）「因縁果報ウイズダム」に基づく臨床研究への挑戦
──SARS－CoV-2抗体迅速キット比較試験
	 	 医療法人社団永生会		南多摩病院	 光永敏哉

（2）クリニック外来の新型コロナウイルス感染対策の
取り組みから見えてきた看護の課題
	 	 東京トータルライフクリニック	 武未希子

（3）クリニック近隣での新型コロナウイルス感染症の
クラスター発生の中、「因縁果報ウイズダム」の実践により
継続できた発熱外来	 うめした内科	 梅下滋人

（4）コロナ禍における在宅での看取りに関する実践と考察
	 	 東京トータルライフクリニック	 千葉宙門

セッションⅡ-②〈TL人間学に基づく癒やしの医療を実践する〉
座長	 	 東京トータルライフクリニック  大脇千代美
	 	 東京トータルライフクリニック	 井口清吾

（1）訪問看護における終末期医療の実践から導かれた
「TL人間学に基づく看護」の仮説（第１報）
	 	 トータルライフ訪問看護ステーション雷門	 江川恵子

（2）その人らしい生活をお守りするための
「因縁果報ウイズダム」の実践	 訪問看護ステーションさくら	 山本智愛

（3）患者さん本来の姿を引き出すために
──TL人間学に基づく服薬指導への挑戦	 上前津薬局	 杉原真理

（4）入居者が最期まで生き生きと生きられる老人ホームへの挑戦
	 	 医療法人社団紺井医院		有料老人ホームみどり	 紺井  緑
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 14：35 ～ 15：35 	

特別講演	 	 座長　永寿総合病院	 池田啓浩

新型コロナ対策の診断とその処方箋	 群星沖縄臨床研修センター	 徳田安春

 15：35 ～ 16：30 	 シンポジウムⅢ：〈新型コロナウイルスへのTL人間学実践による挑戦Ⅱ〉
	 座長	 東京トータルライフクリニック	 藤  純一郎
	 	 富士市立中央病院	 笠井健司

（1）LAMP法による新型コロナウイルス検査試薬の開発
	 	 栄研化学株式会社	 副島隆浩

（2）TL人間学を基とした新型コロナ禍での看護実践
──演者の経験を通して	 永寿総合病院	 秦  慈実

（3）新型コロナウイルス病院内アウトブレイク下でのTL人間学実践
	 	 永寿総合病院内科	 池田啓浩

 16：30 ～ 17：25 	 シンポジウムⅣ：〈TL人間学に基づく地域包括ケアへの挑戦〉
	 座長	 江別市立病院	 高橋早織
	 	 東京トータルライフクリニック	 千葉宙門

（1）「因縁果報ウイズダム」の取り組みが希死念慮・不定愁訴のある
在宅高齢者の生きる希望を甦らせた1症例

	 	 うめした内科	 花田美那子

（2）「因縁果報」のまなざしに基づく対話実践によって
問題解決に導かれた事例──在宅相談窓口の実践から

	 	 ウェルビーイング21居宅介護支援事業所	 山田理恵子

（3）地域医療ネットワークをつなぎ、守る
──総合内科にできることへの挑戦	 江別市立病院	 高橋早織

 17：25 ～ 17：30 	 閉会の辞

午後の部
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特別講演

新型コロナ対策の診断と
その処方箋
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